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1070keV)から ground(0+)-の遷移で出てくるEOの電子及び OIlevelから 211evel(884
key)-の遷移で出てくるE2のγ線をそれぞれ magnetic lensとSi(Li)半導体検出器,及


































6.チ ャカルタヤ山 (5200m )で観測 した
大空気シャワーのミューオンのシャワーフロント
河 井 正 澄
一次宇宙線の組成と核相互作用の様子は,空気シャワーの高空における縦方向の発達に強く
反映される｡チャカルタヤ山において観測した大空気シャワー中のミューオンの到着時間分布
から,すでにミューオンの縦方向の発達が調べられ,発生打中間子の多重度は極めて多いこと
が報告されている｡本論文においては,さらにこの結論を確認するために,一次宇宙線のエネ
ルギーが1017｡Ⅴ以上の空気シャワーにっいて,ミュー オンのシャワーフロントの形を調べ,
電子のシャワーフロントの形と比較するとともに,シミュレー ションの結果とも比較し,空気
シャワーの縦方向の発達及び核相互作用,一次宇宙線の組成について論ずる｡
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